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③－3 助成制度等で「使いやすい」と感じた点

● 助成制度等で「使いやすい」と感じた点は、「資金の前払
い（分割払い）が可能」という回答が45.5％と最も多く、
次いで「事業内容に対して交付金等の金額が妥当」
（42.4％）、「事務手続きが簡単」（36.4％）となっている。

● 逆に回答が少なかったのは、「担当者の助言や指導が
効果的」（6.1％）、「使途が制約されていない（厳しくない）」
（24.2％）、「自己負担金が不必要（必要経費の全額保
証）」（30.3％）となっている。

● 前回のアンケート調査（アートNPOデータバンク2007）
では、「助成制度の難点や不便な点について伺います」と
いう設問で、「とても困っている」という回答が最も多かった
のは「申請にかかる事務手続きが煩雑」（38.8％）で、次い
で「お金が後払いである」（35.4％）となっている。

③－4 「使いやすい制度」を実現している助成制度

（すべて自由記述）

● 財団法人福武教育文化財団：文化活動助成（3件）
　①助成金の使途が制約されていない。
　②助成金が前払いとなっている。
　③申請・契約等の手続きが簡便である。
　④複数年の助成が可能となっている。

● 財団法人アサヒビール芸術文化財団（3件）
　助成申請がシンプルである。報告がシンプルである。

● 財団法人セゾン文化財団：現代演劇・舞踊助成（2件）
　①助成金の使途が制約されていない。
　②助成金が前払いとなっている。
　③申請・契約等の手続きが簡便である。
　④複数年の助成が可能となっている。
　⑤事業遂行の不足分に対しての助成であること。
　⑥事業遂行途中で助成金が支払われること。

● アサヒビール：アサヒ・アート・フェスティバル（2件）
　①事業展開資金としては不十分ですが、分割で前払い
　　があり、また、事業に関するものであれば使い方の制
　　約がかなり自由です。
　②アートに対しての理解がある。

● 大阪コミニュティ財団
　単年度の助成が多い中で、複数年度にわたっての支援
　制度がある。（私たちの声をとりあげてくださった）

● 市民社会創造ファンド：人件費助成
　職員の人件費助成は当法人を運営するうえで、とても有
　益だった。事業のための助成金は多いが、人件費や事
　務所などの維持費用は対象外となることが多い。基盤と
　なる事務所や職員人件費がなければ、事業が実施でき
　ないため。

● トヨタ財団：地域社会プログラム

● ポーラ美術振興財団

● オーストラリア・カウンシル
　助成金を得たとき、日本の国際交流基金との大きな違い
　に驚いた。予算書に見積書、収支報告書に領収書等の
　添付は必要ない。日本では申請者を根本的に信用して
　いない。通常からどのような活動をしているか、現場を見
　ないで書面の辻褄を合わせるやり方。「使いやすい制度」
　とは受ける側への理解なしには難しいと思う。
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● 民間や国外を含めた助成制度等で、使いやすさを実現し
ている制度の名称と、使いやすい点を具体的に記述してい
ただいた結果、複数の団体が共通して回答したのが「財団
法人福武教育文化財団」（3件）、「財団法人アサヒビール
芸術文化財団」（3件）、「財団法人セゾン文化財団」
（2件）、「アサヒ・アート・フェスティバル」（2件）となっている。

● 具体的な使いやすい点は、「使途が制約されていない」、
「分割払いや前払いがある」、「職員の人件費が対象となっ
ている」といった点が挙げられている。

● 1件、国外の助成金の事例を紹介した回答があり、「日本
では申請者を根本的に信用していない」、「『使いやすい制
度』とは受ける側への理解なしには難しい」という厳しい意
見もある。

*「その他」の自由記述
・以前はよかったが、今年から青少年に絞られたので使えない
・助成団体間のコミュニケーションが密で、事業についての相談がしやすい
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